（様式１－１）

                                                          （事務局記入欄）

	受付番号
	

	受 付 日
	


「育成ステージ」課題申請書
作成年月日　平成２０年　　月　　日

	研究開発課題の名称
	



	
	（フリガナ）

氏名
	





（印）

	
	所属
	所属機関名

部署

役職

	
	連絡先
	郵便番号

住所

Tel:

FAX:

e-mail:


	申

請

企

業
	企業名
	

	
	所属

部門長名
	


フリガナ

役職名


氏名

　　
　　（印）　

	
	本　社
所 在 地
	郵便番号

住所

Tel:

FAX:

e-mail:

	実施状況報告書の

提出日
	研究機関番号：

提出日：平成20年　　月　　日


注　参画するすべての企業において本申請に対する事前了解をそれぞれ得ていることが必要です。了解が得られない場合、採択されても採択が取り消される場合があります。


	課 題 の 技 術 分 野　※１

	主
	
	副
	
	


（様式１－２）
	研

究

リ

｜

ダ

｜
	（フリガナ）
研究者名
	






(印)

	
	所属機関
の名称等
	所属


　　　　　　　　役職
	分類※２

	
	所属機関

の連絡先
	郵便番号

住所

Tel:

FAX:

e-mail:

	
	上記以外

の

連絡先
	郵便番号

住所

Tel:

FAX:

e-mail:



	
	（フリガナ）
氏名
	






(印)

	
	所属機関
の名称等
	所属




役職

	
	連絡先
	郵便番号

住所

Tel:

FAX:

e-mail:


　注　参画するすべての大学等において本申請に対する事前了解をそれぞれ得ていることが必要です了解が得られないが場合、採択されても採択が取り消される場合があります。


（様式２）

育成ステージ課題の概要

	研究開発

課題名
	

	【概要】（400字以内）
様式３の「1.顕在化シーズの内容」、「2. 目的」、「3. 育成ステージの到達点、及び目標と育成構想」、「4. 研究開発内容」を要約して400字以内で記述してください。



	キーワード
	技術キーワードを、重要な順に５つ記入してください。

	研究開発資金

研究開発期間
	研究開発資金総額：　　千円

（ＪＳＴ支出分：　　　　千円、企業支出分：　　　　千円）
	　年　ヶ月（※）

	シーズ育成
プロデューサー
	所属機関名・部署・役職・氏名

	研究リーダー
	所属機関名・部署・役職・氏名

	研究開発

実施場所
	（株）○○　□□工場　[住所]

＊＊大学＋＋学部　　[住所]




· 研究開発開始は12月以降となる予定です。

したがって、最長4年度の研究開発期間は、実質で最長3年4ヶ月となります。
申請に至った経緯
	４００字以内

「産」（企業）が「学」の研究成果を見出し、「顕在化シーズ」とし、そして申請に至った経緯を400字程度で記載してください。


注）　本頁（様式２）はA4判1枚で作成してください。

（様式３）

研究開発実施計画書

1． 顕在化シーズの内容

①顕在化シーズの内容

注１－１）　顕在化シーズの内容を記載してください。その際、その背景、独創性、新規性について定量的な実験データ、他の研究との比較も含め言及してください。（必要に応じて、図表を用いてください。）

注１－２）　顕在化シーズが特許の場合、その特許の内容についても言及してください。

注１－３）　研究内容に係る文献を「（様式４－２）　３．顕在化シーズに関する研究者による論文等」に記載してください。
②前回の申請からの変更点
注１－４）　再申請の場合は、前回の申請内容からの変更点の概要を記載してください。
2． 目的

①最終的に目指す目的
注２－１）　育成ステージを経て最終的に何を目指すのか、について記載してください。

注２－２）　育成ステージを経て最終的に得られたその成果が、・イノベーションへの貢献、・国際競争力を高めること（国際的な基本特許取得や国際標準化への取組等）への貢献、・社会ニーズに応えることへの貢献　のいずれかに寄与することができるか、該当するものがあれば記載してください。
②想定する用途、利用分野、市場

注２－３）　このイノベーションは、どのような用途・利用分野・市場を想定しているかについて言及してください
③本目的における企業の果たそうとしている役割
注２－４）　申請企業は本目的の中でどのような役割を果たそうとしているのか記載してください。
注２－５）　再申請の場合は、前回の申請内容からの変更点の概要を記載してください。
3． 育成ステージの到達点、及び目標と育成構想

（１）育成ステージの到達点

育成ステージの目的は、顕在化シーズの「実用性の検証」です。何をもって「実用性の検証」ができたとするのか、現時点で想定している終了時の成果を具体的（性能、機能、精度等など定量的な数値も含め）に記載してください（３，４行程度）。

（２）目標と育成構想

「２．目的」に向けて、最長４年度の研究開発期間で達成すべき目標、及び育成構想（目標達成のための問題点、解決策）について記載してください。
1 目標：

問題点：

解決策：

2 目標：

問題点：

解決策：

3 …

注３－１）目標について：（１）育成ステージの到達点を達成するために、具体的な目標を定めてください。

注３－２）問題点について：目標達成に向けた、現状における問題点を記載してください。

注３－３）解決策について：「問題点」の解説策を記載してください。記載においては、解決策によって目標が達成されることがわかるよう現状と目標を対比しながら明確に記載してください。また、可能な限り、解決策となりうる根拠（予備実験結果・データ等）を示しつつ記載してください。


4． 研究開発内容

「３．（２）目標と育成構想」の実現のために実施すべき研究開発内容を記載してください。

必要に応じ、図表を使用してください。
機関毎（参画する大学等毎）に頁を分けて記載してください。作成者は当該機関の各とりまとめ者としてください。１頁のスペースをすべて埋める必要はありません。
（１）　大学等で実施する研究開発項目及びその内容

　①　研究開発項目：　○○○○○○（３－（２）－①関連）
　具体的な研究開発内容を記載してください。

②　研究開発項目：　○○○○○○（３－（２）－②関連）
具体的な研究開発内容を記載してください。
・
・
・
注４－１）　再申請の場合は、前回の申請内容から変更点の概要を記載してください。


（２）　企業で実施する研究開発項目及びその内容

機関毎（参画する企業毎）に頁を分けて記載してください。作成者は当該機関の各とりまとめ者としてください。１頁のスペースをすべて埋める必要はありません。
＜企業情報＞　資本金：　　百万円、　従業員数：　　人

　　①研究開発項目○○○○○○（３－（２）－○関連）
　具体的な研究開発内容を記載してください。

②研究開発項目○○○○○○（３－（２）－○関連）
具体的な研究開発内容を記載してください。

　　　③＊＊＊に関する市場性調査（関連項目なし）

　具体的な調査内容を記載してください。

注４－２）　再申請の場合は、前回の申請内容から変更点の概要を記載してください。

5． 実施を予定する場所
	実施場所：
	（株）○○○　▽▽▽工場

	所在地：
	

	研究開発実施場所

の責任者名：
	


	実施場所：
	＊＊大学＃＃学部　～～研究室

	所在地：
	

	研究開発実施場所

の責任者名： 
	


6． 研究開発の体制
（1） 　参加者リスト

	  氏名
	  所属、

役職
	本ステージでの役割分担
	エフォート

	○○○○
	○○株式会社　

開発部部長
	シーズ育成プロデューサー
	○○％

	○○○○


	開発部課長
	企業サブリーダー
	○％

	○○○○


	開発部研究員
	設計、開発
	○○％

	□□□□
	××株式会社

研究開発部長
	
	□□％

	□□□□
	研究開発部製造課長
	
	□％

	□□□□
	
	
	□％

	△△△△
	△△大学大学院工学研究科　

教授
	研究リーダー
	□□％

	△△△△
	助教
	
	△％

	△△△△
	ポスドク
	
	△％



（2） 　研究開発実施体制

「４．研究開発内容」の研究項目毎に記載してください。
	研究開発項目※
	氏名
	所属、役職
	専門分野
	研究項目毎の
担当内容

	４－(1)

－①
	(本項目の取り纏め)

○○○○
	○○大学大学院工学研究科　教授
	
	

	
	○○○○
	○○大学大学院工学研究科　助教
	
	

	４－(2)－○
	(本項目の取り纏め)

○○○○
	○○株式会社

開発部課長
	
	

	
	○○○○
	○○株式会社

開発部研究員
	
	


※　研究開発項目名

研究開発項目４－(1)－①：「（研究開発項目名）○○○○」

研究開発項目４－(1)－②：「（研究開発項目名）○○○○」


7． 研究開発実施予定表
（1） 研究開発実施予定表　　研究開発期間　○年○ヶ月
	月
項目
	目標設定
	H20
12
	H21
4
	7
	10
	1
	H22
4
	7
	10
	1
	
	
	
	
	n
	重要

項目
	難易度

(高中低)

	主要設備の据付等
	設備関係
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	○○関係設備（JST支出）
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	▽▽関係設備等（自己資金）
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	開発項目
	研究開発項目名
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	４-(1)-①　△△△△△△
	××する
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	低

	
	４-(1)-②　******
	**kg以下
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	中

	
	４-(2)-①　+++++++
	---を確立する
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	○
	高

	
	４-(2)-②　××××××
	実験動物の最適化
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	中

	
	４-(2)-･･･　のスクリーニング
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	高

	
	４-(2)-・・・の試作、実用性評価
	耐久性

**時間以上
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	○
	高

	
	・・・・・・
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	まとめ
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	






（２）　チェックポイントの内容及び各機関の役割
	
	内容
	機関名
	各機関の主要な役割

	CP1
	・・・・・を○○し、**μm以下にする。


	A大学
	研究開発項目４-(2)-①「*******」について、○○のメカニズムの解明することを最も重要視して育成ステージに取り組む。

	
	
	P企業
	研究開発項目４-(2)-①「*******」について、○○のメカニズム（実証データ収集）の解明することを最も重要視して育成ステージに取り組む。

	CP2
	・・・のスクリーニング
○○から候補化合物を5つまでに絞込む。
	B大学
	

	
	
	P企業
	

	CP3
	有効性**％を確認する。
	A大学
	

	
	
	B大学
	

	
	
	P企業
	

	CP4
	耐久性1000時間
・・・の条件における加速試験で200時間の耐久性を確認。
	A大学
	劣化状態の確認（試験前後の部品の分析・比較）を行い、データを企業に提供する。

	
	
	P企業
	大学の分析結果に基づき、材質、形状を再検討。CP５の条件をクリアーするための諸条件の洗い出しを行う。

	CP5
	耐久性5000時間
市場で要求されるレベル。

（CP４で発生した問題点を解決し、目標達成に努める。）
	P企業
	


8． 資金計画

1） 資金

（単位：千円）

	資金区分
  使  途
	研究開発費（ＪＳＴ支出分）
	自己資金※
（企業支出分）
	合　計

	
	大学等※
	企業※
	
	

	Ⅰ　　設備備品費
	
	
	
	

	Ⅱ   試作品費
	
	
	
	

	Ⅲ   消耗品費
	
	
	
	

	Ⅳ　　旅費・交通費
	
	
	
	

	Ⅴ　　人件費
	
	
	
	

	Ⅵ   その他
	
	
	
	

	直接経費(Ⅰ～Ⅵ)小計
	
	
	注8-1
	

	間接経費
（大学○○%、企業△△%）
	
	
	
	

	合　　　　　計
	
	
	
	


· 大学等において複数の機関が参画する場合、または企業において複数の企業が参画する場合には、それぞれの機関で使用する金額の合計を記入してください。

各機関における支出額の詳細は、９．試験研究費支出計画に記入してください。

注８－１）　マッチングファンド形式において、この欄（自己資金の直接経費小計）が太枠内　　　の３つの数値の合計以上になることが必要。ただし中堅・中小企業（申請時の資本金が10億円以下）においては、その1/2以上。

2） 使途の内訳

　Ⅰ　設備備品費                                     

     　　（単位：千円）

	番号
	資金区分
	項目
	数量
	単価
	金額
	仕様

	Ⅰ-1
	ＪＳＴ（大学等）
	○○関係設備
	
	
	
	□□装置等

	Ⅰ-2
	自己資金
	△△関係設備
（例：測定関係設備、

加工関係設備等）
	
	
	
	ＸＸ装置等

	合計
	
	
	
	


Ⅱ　試作品費

	番号
	資金区分
	項目
	数量
	単  価
	金額
	仕様

	Ⅱ-1
	ＪＳＴ(企業)
	
	
	
	
	

	Ⅱ-2
	自己資金
	
	
	
	
	

	Ⅱ-3
	自己資金
	
	
	
	
	

	合計
	
	
	
	


Ⅲ　消耗品費                                　  


  　　（単位：千円）

	番号
	資金区分
	項目
	数量
	単  価
	金額
	仕様

	Ⅲ-1
	ＪＳＴ(大学等)
	
	
	
	
	

	Ⅲ-2
	ＪＳＴ(企業)
	
	
	
	
	

	Ⅲ-3
	自己資金
	
	
	
	
	

	Ⅲ-4
	自己資金
	
	
	
	
	

	合計
	
	
	
	


Ⅳ　旅費・交通費






（単位：千円）

	番号
	資金区分
	項目
	数量
	単価
	金額
	備考

	Ⅳ-1
	ＪＳＴ(大学等)
	旅費（大学等）
	
	
	
	

	Ⅳ-2
	ＪＳＴ(企業)
	旅費（企業）
	
	
	
	

	Ⅳ-3
	自己資金
	旅費（企業）
	
	
	
	

	合　計
	
	
	
	


Ⅴ　人件費                                         　　

　（単位：千円）

	番号
	資金区分
	項目
	数量
	単価
	金額
	備考

	Ⅴ-1
	自己資金
	専任者給与
	2人
	8,000
	16,000
	

	Ⅴ-2
	自己資金
	兼任者給与
	2人
	2
	2,400
	600hr

	Ⅴ-3
	ＪＳＴ(大学等)
	アルバイト経費
	3人
	1.3
	3,120
	延べ800hr

	合計
	
	
	
	



Ⅵ　その他

	番号
	資金区分
	項目
	数量
	単価
	金額
	備考

	Ⅵ-1
	ＪＳＴ(企業)
	分析外注費
	
	
	
	

	Ⅵ-2
	自己資金
	共同研究費
	
	
	
	

	
	
	臨床研究費
	
	
	
	

	
	
	･･･
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	合　計
	
	
	
	


9． 試験研究費支出計画　
注９－１）　複数機関が参画する場合は、表を追加してください。

注９－２）　A大学のみの場合は、「（１）－２　JST支出分　B大学」は削除してください。

（１）-1　ＪＳＴ支出分　A大学





（単位：千円）
	    年度
科目
	平成20年度
自20年○月

至21年３月
	平成21年度
自21年４月

至22年３月
	平成22年度
自22年４月

至23年３月
	平成23年度
自23年４月

至24年３月
	  合  計
研究開発期間

○年○ケ月

	Ⅰ　　設備備品費
	
	
	
	
	

	Ⅱ   試作品費
	
	
	
	
	

	Ⅲ   消耗品費
	
	
	
	
	

	Ⅳ　　旅費・交通費
	
	
	
	
	

	Ⅴ　　人件費
	
	
	
	
	

	Ⅵ   その他
	
	
	
	
	

	直接経費(Ⅰ～Ⅴ)

小計
	a1
	a2
	a3
	a4
	asum

	間接経費（○○%）
	α1
	α2
	α3
	α4
	αsum

	合計
	A1
	A2
	A3
	A4
	Asum


（1） -２　ＪＳＴ支出分　B大学





（単位：千円）
	    年度
科目
	平成20年度
自20年○月

至21年３月
	平成21年度
自21年４月

至22年３月
	平成22年度
自22年４月

至23年３月
	平成23年度
自23年４月

至24年３月
	  合  計
研究開発期間

○年○ケ月

	Ⅰ　　設備備品費
	
	
	
	
	

	Ⅱ   試作品費
	
	
	
	
	

	Ⅲ   消耗品費
	
	
	
	
	

	Ⅳ　　旅費・交通費
	
	
	
	
	

	Ⅴ　　人件費
	
	
	
	
	

	Ⅵ   その他
	
	
	
	
	

	直接経費(Ⅰ～Ⅴ)
小計
	b1
	b2
	b3
	b4
	bsum

	間接経費（○○%）
	β1
	β2
	β3
	β4
	βsum

	合計
	B1
	B2
	B3
	B4
	Bsum


・・・

注９－３）　P企業のみの場合は、「（２）－２　JST支出分　Q企業」は削除してください。

（２）-1　ＪＳＴ支出分　P企業 





（単位：千円）
	    年度
科目
	平成20年度
自20年○月

至21年３月
	平成21年度
自21年４月

至22年３月
	平成22年度
自22年４月

至23年３月
	平成23年度
自23年４月

至24年３月
	  合  計
研究開発期間

○年○ケ月

	Ⅰ　　設備備品費
	
	
	
	
	

	Ⅱ   試作品費
	
	
	
	
	

	Ⅲ   消耗品費
	
	
	
	
	

	Ⅳ　　旅費・交通費
	
	
	
	
	

	Ⅴ　　人件費
	
	
	
	
	

	Ⅵ   その他
	
	
	
	
	

	直接経費(Ⅰ～Ⅴ)

小計
	p1
	p2
	p3
	p4
	psum

	間接経費（△△%）
	ψ1
	ψ2
	ψ3
	ψ4
	ψsum

	合計
	P1
	P2
	P3
	P4
	Psum


（２）-２　ＪＳＴ支出分　Q企業 





（単位：千円）
	    年度
科目
	平成20年度
自20年○月

至21年３月
	平成21年度
自21年４月

至22年３月
	平成22年度
自22年４月

至23年３月
	平成23年度
自23年４月

至24年３月
	  合  計
研究開発期間

○年○ケ月

	Ⅰ　　設備備品費
	
	
	
	
	

	Ⅱ   試作品費
	
	
	
	
	

	Ⅲ   消耗品費
	
	
	
	
	

	Ⅳ　　旅費・交通費
	
	
	
	
	

	Ⅴ　　人件費
	
	
	
	
	

	Ⅵ   その他
	
	
	
	
	

	直接経費(Ⅰ～Ⅴ)
小計
	q1
	q2
	q3
	q4
	qsum

	間接経費（△△%）
	φ1
	φ2
	φ3
	φ4
	φsum

	合計
	Q1
	Q2
	Q3
	Q4
	Qsum


（３）企業支出分（自己資金）





（単位：千円）
	    年度
科目
	平成20年度
自20年○月

至21年３月
	平成21年度
自21年４月

至22年３月
	平成22年度
自22年４月

至23年３月
	平成23年度
自23年４月

至24年３月
	  合  計
研究開発期間

○年○ケ月

	Ⅰ　　設備備品費
	
	
	
	
	

	Ⅱ   試作品費
	
	
	
	
	

	Ⅲ   消耗品費
	
	
	
	
	

	Ⅳ　　旅費・交通費
	
	
	
	
	

	Ⅴ　　人件費
	
	
	
	
	

	Ⅵ   その他
	
	
	
	
	

	直接経費(Ⅰ～Ⅴ)

小計
	
	
	
	
	

	合計
	Z1
	Z2
	Z3
	Z4
	Zsum


注９－４）　企業支出分（自己資金）はマッチングファンド形式による支出であり、以下に示す例示のように算出します。

Zn ≧　[an + bn] + [Pn + Qn]
ただし、中堅・中小企業の場合には　

Zn ≧　{ [an + bn] + [Pn + Qn] } × 1/2　

また、複数の企業に中堅・中小企業が含まれる場合、当該中堅・中小企業の支出分のみ適応される。

10． 既存の施設及び設備

	番号
	名　　称
	      仕    様
	所有者

	1
	
	
	

	2
	
	
	

	3
	
	
	

	･･･
	
	
	

	
	
	
	


（様式４－１）

顕在化シーズリスト

	
	シーズの種類・名称
	権利所有者

（略称）
	概　要

	１
	例）特許出願番号：特許名称
	例)○大、○電工
	

	２
	例）○○に関するデータベース
	例)○大
	例)○○に関する非公開のデータが△件収められており、別添の通り、□、×等の情報が含まれており…。

	３
	
	
	


注）　・シーズの種類が知的財産権の場合は、その詳細を（様式４－２）に記載してください。

・データベース等をシーズとする場合は、その具体的な価値を示す資料を添付してください。

・ご提出頂いた資料の全てについて、第三者に漏洩しないこと、情報を善良な管理者の注意義務をもって管理すること等の秘密保持を遵守致します
（様式４－２）
1． 知的財産の詳細
	特許名称
	

	出願番号
	

	出願日
	

	出願人
	

	発明者
	

	分類
	該当する番号を１つだけ記載してください。

A：新しい原理や現象の発見に基づく研究成果に係わる特許

B：機能性新規物質についての研究成果に係わる特許

C：新規プロセス・方法に関する研究成果に係わる特許

D：新規メカニズム・システムに関する研究成果に係わる特許


※）基本的な知的財産権の出願人・発明者記載ページを含めて明細書を添付してください。


複数ある場合には、枠をコピーしすべて記載してください。

2． 先行文献調査　
注）上記「1．特許」に記載した特許について先行文献調査を行い、その結果を簡潔にまとめてください。　JSTにおいても、同じ検索式を使って先行文献調査の確認をいたします。
	項目
	コメント等

	１）先行文献調査結果

提案課題の主要部分を含む発明（特許出願）が　

A. 見出されない

B　部分的に見出された

C 見出された
	· 検索式：　（例）「○○装置*□□化合物*▽▽方式」

· 検索件数▲件　（※検索結果０件は不可）

①：特許名称、出願人、出願日･･･

②：特許名称、出願人、出願日･･･

（例）

①は、×××の特徴を有するが、本発明の◎◎とは異なり・・・である。

②のシステムの一部は、本提案課題と類似技術を用いているが、システム全体は、まったく別の発想によって作られたものであり、本発明の技術とは根本的に異なる。

※「他に先行技術が存在しない」、「これまでにない初めての技術」等のコメントは不可。

	２）当該特許の補強の必要性

　

　　A　有　　　　B　無
	「有」の場合、想定している補強のポイントを箇条書きで記載ください。

	３）競合・類似技術の状況

（5，6行でまとめてください）
	※「競合・類似技術は存在しない」、「これまでにない初めての技術」等のコメントは不可。

必ず、他の技術と比較しコメントを記載すること。

	４）競合・類似技術に対する優位性

（5，6行でまとめてください）
	必ず、他の技術と比較し優位性に関するコメントを記載すること。


3． 顕在化シーズに関する研究者による論文等

最も重要で関連のある論文等をリストアップ（5報程度）し、簡単な概要を記してください。

そのうち3報以内を参考文献として提出してください。提出される参考文献には●印を付けてください。

	●参考文献１
	論文名：タイトル

雑誌名、頁、年：J. of ○○○ Tech., vol. 3, 1234-1239, 2005

著者名：kagaku ichiro, gijutsu hanako

	概要

200～300文字程度



	●参考文献２
	総説：タイトル

○○と産業（出版社）　2004, 321-333

著者名：科技振子

	概要



	●参考文献３
	

	概要



	参考文献４
	

	概要



	参考文献５
	

	概要




（様式４－３）

企業の視点からみた提案課題の特徴

	
	提案課題の特徴
	競合する類似研究・先行技術

	顕在化シーズ

大学等の基礎研究に着目し、産業界の視点で顕在化されたシーズ
	○産学共同で見出した顕在化シーズの特徴

○顕在化シーズについて先行類似技術との差違

○特許申請の状況


	· 比較対象となる研究内容、または先行技術の文献・特許公開情報に関する内容を記載してください。



	
	
	※　参考文献（要添付）　　

記入例）　様式4-2　「3．顕在化シーズに関する研究者による論文等」の

論文１、論文２
	
	†比較文献、または先行特許（要添付）

記入例）・J. ○○○. Tech., 3 1234-1239, 2005

　　　　　・特願2003-△△△△（出願日2005/03/**）

	育成構想（考え方）

（様式３）「３．目標と育成構想」の特徴を記載
	· （様式３）研究開発実施計画書「３．目標と育成構想」の特徴を記載してください。
	· 類似研究・先行技術はどのようにして開発を進めようとしているのか、その進め方にどのような問題があるのか、わかる範囲で記載してください。

	
	
	　
	†比較文献（要添付）

該当する文献等がなければ、「なし」とご記入ください。

	育成ステージにおける試作品等の特徴
	· 育成ステージの最終目的である試作品等の特徴を記載してください。


	· 現在、世の中で製品化されているものの特長、または製品化されようとしているものの特長を記載してください。

	将来的に開発する最終製品の概要
	· 育成ステージを終了した後、さらに研究開発を重ね、市場に出していくことになる最終製品の概要（構成、用途、応用範囲等）を記載してください。
	

	
	· 
	
	†比較文献（要添付）

該当する文献等がなければ、「なし」とご記入ください。


　※　上記の文献等は、添付してください（３点以内、各３部）。

　†　　先行技術に関する比較文献も、入手可能（コピー可）な場合には添付してください（2点以内、各3部）。

（様式５－１）

１．他の制度への申請、実施等

（１）　ＪＳＴ内で行っている事業への申込の有無

□有、　□無
申請者（企業・大学等の研究者）及び研究参加者が、ＪＳＴ事業へ申込（現在実施中のもの、現在申し込み中のもの、終了した課題で過去3年以内のものが対象）を行っている場合は、本育成ステージの提案と重複した内容かどうかにかかわらず、「有り」にチェックし、その事業名、課題名、実施期間、予算規模、申請代表者名、今回の申請に関連する参加者名、今回の申請課題との関連を正確に記入してください。
　
記入例）

事業名：******事業 
課題名：○○○○に関する研究

実施期間：平成１８年度～平成２１年

予算額：△△千円

申請代表者名：○○　○○

今回の申請に関連する参加者名　○○　○○（H20年度の分担額　△△千円）

今回の申請課題との関連：（数行で簡潔に記載してください）
（２）　ＪＳＴ以外の他制度への申込の有無 
· 有　　□無

申請者（企業・大学等の研究者）及び研究参加者が、他制度（官公庁、独立行政法人、公益法人等）への申込（現在実施中のもの、現在申し込み中のもの、終了した課題で過去3年以内のものが対象）をおこなっている場合、その制度の実施機関名、制度（事業）名、課題名、実施期間（予定含む）、予算規模、申請代表者名を正確に記入してください。
記入例）

実施機関名：○○機構

制度（事業）名：*******事業

課題名：□□□□の開発

実施期間：平成１６年度～平成２０年度　

予算額：△△千円
申請代表者名：○○　○○
今回の申請に関連する参加者名　○○　○○（H20年度の分担額　△△千円）

今回の申請課題との関連：（数行で簡潔に記載してください）
２．産学共同シーズイノベーション化事業への申請・実施経験等

（１）　育成ステージ　　□有　　□無　　（（例）　□有　　■無）

　
シーズ育成プロデューサーまたは研究リーダーのどちらか一方が、育成ステージに申請したことがあるか。「有」の場合、以下の内容を正確に記入してください。

· 受付番号（もしくは申請年度）

· 課題名
· シーズ育成プロデューサー名
· 研究リーダー名
（２）　顕在化ステージ　□有　　□無
シーズ育成プロデューサーまたは研究リーダーのどちらか一方が、顕在化ステージに関与（現在実施中のもの、現在申し込み中のもの、終了した課題のものが対象）したことがあるか。

「有」の場合：受付番号（もしくは申請年度）、課題名、シーズ顕在化プロデューサー名、研究リーダー名を記入してください。

· 受付番号（もしくは申請年度）

· 課題名
· シーズ顕在化プロデューサー名
· 研究リーダー名
（様式５－２）

倫　理　面　へ　の　配　慮
	○本様式は、組換えＤＮＡ実験、遺伝子治療臨床研究、特定胚を取り扱う研究、ヒトＥＳ細胞の研究、ヒトゲノム・遺伝子解析研究、疫学研究、臨床研究に該当する研究を計画している場合、法令・指針等に基づく適切な措置が講じられているか、倫理面・安全面において問題はないか等について判断するためのものです。以下の事項について記入してください。

①申請する課題の内容が、上記の研究に該当するとの疑義を受ける恐れがある場合、又これらに関連する研究が計画されている場合は、各指針等との関係、倫理面・安全の確保面において講じるべき措置と対応状況、特に問題がないと判断した場合には、その理由等について具体的に記入してください。
②動物その他を用いる計画がされている場合は、各指針等に基づく国の確認等の適合状況、動物等を科学上の利用に供する場合の配慮状況、特に問題がないと判断した場合には、その理由等について具体的に記入してください。
該当がない場合も、その旨を記入してください。


（様式５－３）

特　殊　用　語　等　の　説　明

	用語
	説明

	
	· 本申請書類で使用している業界用語、専門用語及び略語等の特殊用語のうち、研究を総合的に把握するうえで必要と思われるものについて、簡単な解説をわかりやすく記入してください。



	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	


（様式５－４）

シーズ育成プロデューサー　データ

	研究開発課題名
	

	氏名（フリガナ）
	

	所属企業・部署・役職
	

	生年月日
	

	専門分野
	

	本研究開発の

専従割合（％）
	本育成ステージで提案が採択された場合、当該人が携わる研究、開発、その他業務全体時間を100%としたとき、本育成ステージに専従する時間割合を概算（％）で示してください。

	研究開発歴
	昭和○○年～○○年　（株）****　++++研究所研究員

□□□□に関する研究開発に従事

▽▽▽▽に関する研究開発に従事

昭和○○年～○○年　

　　△△△△に関する開発に従事

 これまでの主な研究開発歴と開発内容・成果を記入してください。

	マネージメント実績
	これまでに中心的役割を果たした開発について記入してください。



	主な知的財産権
及び
研究論文・著書
	これまでに出願された、または発表されたもののうち主要なものを選び、下記の項目を記入してください。

· 名称、内容、特許出願番号、権利者名、本申請との関係（知的財産権の場合）

· 名称（雑誌の場合は、雑誌名、巻号数、該当ページ）、著者名、刊行年月日、刊行書店名、　本申請との関係（研究論文・著書の場合）




注）本頁（様式５－４）はA4版1枚で作成してください。

（様式５－５）

研究リーダー　データ

	研究開発課題名
	

	氏名（フリガナ）
	

	所属機関名・役職
	

	生年月日
	

	研究者ID※○
	

	専門分野
	

	本研究開発の

専従割合（％）
	本育成ステージで提案が採択された場合、当該人が携わる研究、開発、その他業務全体時間を100%としたとき、本育成ステージに専従する時間割合を概算（％）で示してください。

	研究歴
	19○○年～○○年　**大学++学部　助手

　□□に関する研究に従事

19○○年～○○年　**大学++学部　助教授

　□□に関する研究に従事

19○○年～○○年　**大学++学部　教授

　□□に関する研究に従事

これまでの主な研究経歴と研究内容を記入してください。

	受賞歴・表彰歴
	

	主な研究論文・著書
	これまでに発表した主な研究論文または著書のうち、本申請に関する主要なものを5件以内選び、

名称（雑誌の場合は、雑誌名、巻号数、該当ページ）、著者名、刊行年月日、刊行書店名、　本申請との関係

を具体的かつ簡明に記入してください。

	主な知的財産権
	これまでに発明者として取得（出願中のも含む。）した特許のうち本申請に関連する主要なものを5件以内選び、

名称、内容、特許出願番号、権利者名、本申請との関係

を具体的かつ簡明に記入してください


· ○　大学等に所属する研究者は所属機関より付与された研究者ＩＤ（１０桁）または科研費番号（８桁）をご記入ください。研究者ＩＤが不明な方はご記入の必要はありません。

注）本頁（様式５－５）はA4版1枚で作成してください。
（様式６）
企　業　概　要
　平成　　年　　月　　日
　「課題の名称」

	企　業　名
	株式会社　○○○○
	上　場
	有（　年　月）・無

	本社所在地
	○○県○○市○○町○丁目○番○号
	設立年月
	昭和○○年○○月

	工　　場
	本社工場（○○市）、□□工場（□□市）
	研究所
	　　 有　　・　　無

	役　　員
	（社長）○○○○○　　　　　（役員○○名）
                　（研究開発者○○名）
	社員数
	○○○名
（研究開発要員○○名）

	ホームページ
	 http://

	 eq \o\ad(事業内容,　　　　　　　　　)
	○○○○、□□□□の製造及び販売、△△△△の受託研究開発

	 eq \o\ad(主要株主,　　　　　　　　　)
	○○○○（　　％）、□□□□（　　％）、△△△△（　　％）

	主要取引銀行
	○○銀行△△支店、□□銀行▽▽支店

	 eq \o\ad(関係会社,　　　　　　　　　)
	株式会社　○○○○（販売会社）

	研究開発実績
研究開発能力
	記入例）　平成☆年、独自に○○○○を開発し製造販売している。また、◎◎◎◎について□□大学△△教授の協力を得て研究・開発を実施、企業化の目処が立ち、来年には販売開始予定である。（…等、主な実績を記述してください。箇条書きで結構です。）
　□□研究所、▽▽㈱とも協力関係を築いており、本年度も☆☆☆☆の研究開発を実施している。（…等、研究開発の実施能力を示す事柄を記述してください。）

	
	技術分野のキーワード
	

	経営状況と
見　通　し
	記入例）

①当社は○○○のメーカーであり、当該分野では◎◎◎等は他の追随を許さぬ製品となっている。（…等、貴社の得意面を記述してください。以下同様。）
　②業績面については、主要需要先である△△△が、▽▽▽の東南アジア向けの市場拡大に支えられ高水準で推移したため、平成☆年☆月期売上高で対前期比○○％増の□□百万円を計上した。また、損益面については新製品の販売を開始、原価低減活動により経常利益で対前年比○○％増の□□百万円を計上した。
　③新製品（○○）の販売拡大等により増収、増益となる見通しである。

	ＪＳＴ等との
関　　係
	ＪＳＴあるいは官公庁、公益法人等から受託研究、補助金等の実績があれば,

主なものについて記入してください。

	決　算　期
	平成ｎ-2年　月期
	指　数
	平成n-1年　月期
	指　数
	平成n年　月期
	指 数

	財
政
状
態
	資　 本　 金
	Ａ　　百万円
	100
	a　　百万円
	a/A×100
	a’       百万円
	a’/A×100

	
	 eq \o\ad(自己資本,　　　　　　　　　　　)
	Ｂ　　百万円
	100
	b　　百万円
	b/B×100
	b’       百万円
	b’/B×100

	
	総　 資　 産
	Ｃ　　百万円
	100
	c　　百万円
	c/C×100
	c’       百万円
	c’/C×100

	経
営
状
態
	売　 上　 高
	Ｄ　　百万円
	100
	d　　百万円
	d/D×100
	d’       百万円
	d’/D×100

	
	 eq \o\ad(経常利益,　　　　　　　　　　　)
	Ｅ　　百万円
	100
	e　　百万円
	e/E×100
	e’       百万円
	e’/E×100

	
	 eq \o\ad(当期利益,　　　　　　　　　　　)
	Ｆ　　百万円
	100
	f　　百万円
	f/F×100
	f’       百万円
	f’/F×100

	財
務
比
率
分
析
	自己資本比率
	Ｂ／Ｃ　　　　　％
	　　b／c　　　　％
	　　b’／c’  　　　％

	
	経常利益率①
	     Ｅ／Ｄ      ％
	  e／d        ％
	     e’／d’        ％

	
	経常利益率②
	    Ｅ／Ｃ      ％
	  e／c        ％
	    e’／c’        ％

	
	研究開発費
研究開発費率③
	        Ｇ    百万円
    Ｇ／Ｄ      ％
	      g      百万円
       g／d        ％
	       g’      百万円
    g’／d’  　　  ％

	
	配 　当 　率
	                ％
	                ％
	                ％

	特　記　事　項
	


注）経常利益率①は対売上高、経常利益率②は対総資産、研究開発費率③は対売上高で記入ください。























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ピンク字の注釈・記入例は削除して、申請書を作成してください。





シーズ育成プロデューサ





公募要領のB-10頁「3.(2)「研究機関における公的研究費の管理・監査のガイドライン（実施基準）」に基づく体制整備等の実施状況報告書の提出について」を参照してください。公募要領は下記よりダウンロード可能です。http://www.jst.go.jp/innovate/





記入必須。公募要領B-33頁を参照してください。


公募要領は下記よりダウンロード可能です。


http://www.jst.go.jp/innovate/innov/ikusei/index.html





記入必須。公募要領B-33頁を参照してください。


公募要領は下記よりダウンロード可能です。


http://www.jst.go.jp/innovate/innov/ikusei/index.html





知的財産部門・産学連携部門の代表者、


（所属学部・研究科の部局長）





知的財産関連部門・産学連携関連部門に相当する部署がない場合は、所属する学部・研究科等の部局長の押印を頂いてください。





作成者





○○大学　□□□□





作成者





○○（株）　□□□□





エフォートは、総合科学技術会議におけるエフォートの定義「研究者の年間の全仕事時間を100％とした場合、そのうち当該研究の実施に必要となる時間の配分率（％）」に従い記入して下さい。


なお、「全仕事時間」とは研究活動の時間のみを指すのではなく、教育・医療活動等を含めた実質的な全仕事時間を指します。





� eq \o\ac(○,！)�





「（２）研究開発実施体制」は、「（１）参加者リスト」とリンクしています。


参加者全員の氏名と役割を明記してください。





H20年度は12月から





数値で設定できる場合は、数値も記入してください。





年度を四半期毎に


区切る





４-(2)-①関連へ





矢印間に相関がある場合には、点線で示してください。





CP3





CP1





CP2





CP4





CP5





重要項目


重要項目とは、本項目の実施に問題がある場合、他の開発項目で成果が得られたとしても、研究開発全体に影響を及ぼし、実行において最も時間的余裕の少ないと考えられるもの


重要項目に「○」を記入してください（複数可）。





チェックポイント（CP1、CP2,・・・）


最低でも1年間に１つは設定してください。


○○％以内、□□μm以下等、数値基準を設定してください。


時系列順にCP1、CP2,・・・としてください。





8.資金計画 2)使途の内訳 Ⅰ設備備品費に記された設備について記載ください。





研究開発項目名は、簡略化してご記入ください。





重要チェックポイント（CP3,・・・）


チェックポイントのうちで特に重要なものを黒塗りで記載してください。このポイントでは、次の研究開発段階に進むために最低限満たすべき達成基準を設定してください。


達成基準は、○○％以内、□□μm以下等、数値で設定してください。





ＪＳＴ（大学等）、ＪＳＴ（企業）、自己資金のいずれかを記入。





不要な項目は削除してください。





単位は変えないように。
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